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学生記者が
介護支援ロボットを体験

江戸川大学総合福祉専門学校で
首都圏初！導入

　

江
戸
川
大
学
と
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
江
戸
川
大
学
総
合
福

祉
専
門
学
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し

た
。
生
徒
へ
の
最
先
端
技
術
の
体
験
学
習
と
と
も
に
、
地
域
の
介

護
施
設
等
の
方
々
も
体
験
で
き
る
よ
う
な
活
用
も
進
め
て
い
る
。

７
月
８
日
（
土
）
に
は
、
介
護
施
設
等
の
職
員
を
招
い
た
実
習
説

明
会
が
行
わ
れ
た
。
首
都
圏
の
専
門
学
校
で
初
め
て
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
と
あ
っ
て
、
60
か
所
の
介
護
施
設
か
ら
約
１
０
０
人

が
講
演
を
聴
き
に
参
加
し
た
。
記
者
も
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
取
材
・
文
：
和
田
美
菜
海
）

椅子を要介護者のつもりで持ち上げてみる

3kg という HAL 重さが気にならないから

不思議だ。女性でも楽々と使える。

　

同
専
門
学
校
が
導
入
し
た
介

護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
茨
城
県

つ
く
ば
市
に
あ
る
サ
イ
バ
ー
ダ

イ
ン
株
式
会
社
の
Ｈ
Ａ
Ｌ

 

介

護
支
援
用
（
腰
タ
イ
プ
）（
以

下
Ｈ
Ａ
Ｌ 

）
で
あ
る
。
下
肢

に
装
着
す
る
医
療
用
モ
デ
ル
の

研
究
開
発
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、

こ
の
腰
に
装
着
す
る
タ
イ
プ
が

実
用
化
さ
れ
た
。

　

Ｈ
Ａ
Ｌ 

は
体
を
動
か
そ
う

サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
の
小
笹
恵
美
さ
ん
か
ら

説
明
が
あ
っ
た
。

と
す
る
と
き
に
脳
か
ら
筋
肉

へ
送
ら
れ
る
「
生
体
電
位
信

号
」
を
読
み
と
っ
て
そ
の
信
号

の
通
り
に
動
く
サ
イ
ボ
ー
グ
型

ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
つ
ま
り
、
思
い

ど
お
り
に
動
き
を
ア
シ
ス
ト
し

て
く
れ
る
の
で
、
ふ
だ
ん
よ
り

大
き
な
力
を
だ
せ
る
よ
う
に
な

る
。
Ｈ
Ａ
Ｌ 

を
装
着
す
る
と
、

ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
へ
の
移
乗

介
助
や
体
位
変
換
介
助
の
際
に

介護者の腰に負担が掛かる姿勢。寝ている

要介護者を起こしているつもり。HAL の

威力がいちばん体感できる作業だった 。

HAL は人が体を動かすときに脳から筋肉

へ送られる信号を読み取って、自分が動き

たいようにサポートしてくれる。

腰
部
に
か
か
る
負
荷

を
低
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
腰
痛

を
引
き
起
こ
す
リ
ス

ク
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
。

　

腰
タ
イ
プ
を
実
際

に
つ
け
て
み
た
。
３

㎏
と
少
し
重
い
感
じ

が
し
た
が
、
慣
れ
て

く
る
と
違
和
感
が
な

く
な
り
、
体
の
一
部

と
し
て
外
し
た
く
な

®

®

　

愛
称
は
「
え
ど
せ
ん
」
で
、
今

年
で
創
立
37
年
目
を
迎
え
る
。
卒

業
生
数
は
約
１
万
人
を
超
え
る
介

護
福
祉
の
伝
統
校
だ
。
学
科
は
５

つ
で
本
科
と
し
て
、介
護
福
祉
科
、

こ
ど
も
福
祉
科
、
心
理
・
精
神
保

健
福
祉
科
、
社
会
福
祉
科
、
主
に

実
務
経
験
者
や
大
卒
者
を
対
象
と

し
た
通
信
課
程
の
社
会
福
祉
士
養

成
科
が
あ
る
。

江
戸
川
大
学

総
合
福
祉
専
門
学
校

く
な
る
。
最
大
３
時
間
も
つ

バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
な
の
で
取
り

回
し
も
楽
だ
。
動
か
す
と
モ
ー

タ
ー
音
が
す
る
。
オ
ン
、
オ
フ

と
ス
イ
ッ
チ
切
り
替
え
が
で

き
、
サ
ポ
ー
ト
の
強
度
に
段
階

が
あ
る
の
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

に
対
応
で
き
る
。

　

高
齢
化
社
会
の
時
代
と
な
っ

た
日
本
で
は
、
そ
も
そ
も
労
働

力
が
不
足
し
て
い
る
。
な
か
で

も
介
護
士
の
仕
事
は
重
労
働

で
、
近
年
で
は
、
な
り
手
が
す

く
な
く
、
つ
ね
に
人
手
不
足
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
食
事
の
世
話
や
お

む
つ
替
え
、
老
人
の
体
を
起
こ

す
な
ど
中
腰
姿
勢
が
多
い
。
そ

の
た
め
、
腰
痛
で
や
め
る
人
が

多
い
。
し
か
し
、
Ｈ
Ａ
Ｌ 

が

普
及
す
れ
ば
介
護
士
の
負
担
が

減
少
し
、
労
働
環
境
が
改
善
で

き
る
だ
ろ
う
。
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